
主目的 5 23 2

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

交通安全施設の維持補修及び設置により施設の機能を向上させ、交通上の安全を確保す

る。

内容

（手段）

◆２４年度実施内容

・老朽化、損耗及び破損した防護柵、カーブミラー、道路照明灯等の交通安全施設の補修を

行う。また、危険な場所に交通安全施設の設置を行った。

・横断歩道橋は、計画的に補修及び落橋防止の地震時の対策工事を行った。

・職員は、委託、工事の設計積算及び施工管理を行う。

◆２４年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

交通安全施設管理業務委託　（委託料：２３，４９２千円）

区画線延長　２９，２７２ｍ、交差点表示器　２２基、カラー舗装　２８９㎡

測量設計業務委託　１橋（委託料：１，４７０千円）

曙歩道橋

【工事内容】

交通安全施設設置工事　（工事請負費：３６，３３８千円）

防護柵　１，２６５ｍ、道路反射鏡　３４基、道路照明灯　８基、カラー舗装　２６１㎡
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0

0.77

防護柵　１，２６５ｍ、道路反射鏡　３４基、道路照明灯　８基、カラー舗装　２６１㎡

横断歩道橋耐震補修工事　１橋（工事請負費：７，１０２千円）　　三舟歩道橋

横断歩道橋横断歩道橋補修工事　１橋（工事請負費：７８２千円）　曙歩道橋

◆２５年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

横断歩道橋現況調査調査業務委託　１９橋（委託料：４，０７４千円）

測量設計業務委託　２橋（委託料：４，０５０千円）

藤ヶ丘４号橋センタ－ブリッジ（ａ）外１橋

【工事内容】

交通安全施設設置工事　（工事請負費：５６，４００千円）

防護柵　１，２００ｍ、道路反射鏡　５０基、道路照明灯１０基

区画線延長　３０，０００ｍ、交差点表示器　１５基

横断歩道橋耐震補修工事　１橋（工事請負費：１５，６００千円）　　曙歩道橋

横断歩道橋補修工事　１橋（工事請負費：１，０００千円）
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1,200

H25

事業の

達成状況

住民からの要望や日常の管理により確認された施設の不具合において、補修を行

う。また、危険な場所に施設の設置を行うことにより、交通の利便性・安全性の向上が

図られている。
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道路照明灯設置

補修工事実施歩道橋

成果指標名

年間交通事故発生件
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度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

生活道路の交通事故が増加傾向にあり、今後、交通事故削減のため、事故多発危険

箇所、交通事故の発生割合が高く、交通の安全を確保する必要がある箇所などを、

整備推進する必要がある。
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内内内内

容容容容

方向性の判定

方向性の判定

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。事業拡大にあたっては、社会資本総合交付金等を活用し、一

般財源を抑えること。

交通安全施設の維持補修及び設置は、道路を使用する全ての市民の交通上の利便

性・安全性を確保する上で不可欠であるため、廃止を行えば道路環境の悪化につな

がることになると考える。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

拡　大

拡　大

横断歩道橋について、平成25年3月補正で国策事業として、道路ストック総点検の横

断歩道橋現況調査を実施しており、その点検結果を基に、危険性が高い横断歩道橋

は早急に修繕を実施する。
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向向向向

性性性性

２６年度以降

の改善案

道路ストック総点検を国策事業として、平成25年3月補正で横断歩道橋現況調査を基

に、横断歩道橋修繕計画を策定するため、補修工事を平成26年以降に社会資本総

合交付金を活用しながら実施していく。又、道路照明灯についても、平成26年度に道

路照明灯現況調査をを行い、道路照明灯修繕計画を策定する。補修工事について

は、平成27年度以降に社会資本総合交付金を活用しながら実施していく。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

国策事業として、道路ストック総点検で実施している横断歩道橋の補修工事を社会資本総合

交付金を活用し計画的に平成26年以降に実施する。又、道路照明灯についても、同様に計画

的に補修工事を平成27年度以降に実施するため、拡大とした。

判定理由

対象の拡大や手段の充実等により、事業のボリュームを拡

大すべきもの

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


